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 私の知 る韓国人は、今回の旅行でお世話 にな り、同L(ゼ ミで勉強す る仲間である

関 さんを含む、留学生数人だけであった。彼 らが、 どのような経緯で 日本に興味を持

ち、また 日本語 を勉強 しようと考 えたか、その背景を知ることが沖ゼ ミ旅行 に参加す

る私の 目的の一つであった。同時に、日本 とは異文化 である韓国の風土 ・風習 ・気質 ・

言語を肌 で感 じ、韓国における日本人観は どのよ うな ものであるか、知 ることをもう

一つの 目的 に旅行の 日を迎 えた
。

 飛行機 か ら降 り、は じめに出会 った現地の韓 国人は、聞 さん と一緒に出迎えに来て

くれたCATHOLIC大 学校の学生たちであった。皆、私たち日本人の大学生 と同 じく、お

しゃれや流行に興味を持っ普通の若者であった。また、私たち 日本人を心か ら歓迎 し

て くれ る気持ちが痛いほど伝わって くる。韓国の学生たちの歓迎は、三 目問の旅行を

通 して変 わらず、その気持 ちが とても嬉 しかった。

 ソウル市街を歩いていても、言葉や食べ物な どの習慣を除いて、 日本 とさほど変わ

る点はなか った。電車 な どに乗 ってい ると、まるで 日本にいるかの ような錯覚す ら覚

えた。電車の中で親切 に席 を譲って くれた人や 、た どた どしい英語で親切 に話 しかけ

てきたホテルのフロン トの人、また、笑顔で接 して くれた店員 さんな ど、多 くの親 日

的な人 と接するこ とができた。

 ～方で、そ うした親 日的な感情だけでは表現 しきれ ない部分 を垣間見 る機会 もあっ

た。特 に、独立紀念館 の見学や、その後のCATHOLIC大 学校の学生との討論会 を通 じて、

その よ うな感情 を知った。

 旅行 中、私は、親 日的な韓国人の熱烈な歓 迎を受けて、 日韓両国の国交問題を忘れ

かけていた。 しか し、 日韓問題 は未だ根強 く残 っていること、そして、 これまで私が

日韓問題 に関 して、いかに無関心であったか、 とい うことを独立紀念館の見学で実感

した。 さらに、 日本の国家侵略に対 しての 日韓 両国の捉え方の違い も知ることができ
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た。 日本の教科書では、わずか数行で述べ られている程度の問題が、韓国の人々にと

っては とても重大な問題 であることを、紀念館の展示やCATHOLIC大 学校の学生 の説明

で知ることができた。た とえば、伊藤博文を暗殺 した安重根、3・1運動 のデモ行進の中

心 となった柳寛順にっいて、 日本では さほど関心が持たれていない人物が、韓国で崇

拝 されているといった点である。独立紀念館 の翌 日行われた討論会 では、私たち 日本

人学生 と同様に無関心 な韓国人学生 もいた様子だったが、学校や祖父母に 「日本が悪

い」 と教え られ てきた学生 もいた ことか ら、 日韓 問題が韓国に根強 く残 っていること

を強 く感 じたのである。

 独 立紀念館の第3展 示館において、 日本帝国主義が朝鮮を侵略 していった過程 が紹

介 されている。 この 日本 による国家侵略の問題 を説明す る際、CATHOLIC大 学校の学生

は、言葉 を選びなが ら、 ポツリポツ リと話 した。 それは、 「日韓間題は両国に とって、

辛い問題 である」として 、加害者であった私た ちに配慮 したためであった。そ して、「こ

れか らは現代の若者 たちが、 日韓の関係 を改善 し、発展 させてい くべ きだ」 と述べた

ことに共感 を覚えた。

 第3展 示館にある、 日本人の朝鮮人に対す る拷 問の展示の後の部分 に、わずか3行

程度で 日本語の説明が添 えられていた。 「この ようなむ ごい展示をあ えて行 ったのは、

事実を多 くの人に知ってもらうためである。 日韓 問題 を私たちは許す ことはできるけ

れ ども、忘れてはな らない問題 として後世に伝 えなければならない。」 といった よ うな

内容 であった。それ までの展示は、ハ ングル語 と英語のみの説明であった。拷 問の展

示部分だけに、なぜ 日本語の説明を添 えたのか、その意味の大き さについて も考 えさ

せ られた。

 これまで、 日本人の一人一人は悪いことを した とい う反省 を持っていたのに韓国の

人々の側 が心を開いて くれていないのではないか、 と私 自身誤解 を していた ところが

あ った。 しか し、実は、建設的な 日韓関係を持 とうとしていた韓国の人々の意見を 日

本人が受 け流 していたのではないか、 と考えを改 めた。私たちの世代は、戦争 とはか

け離れた生活を営み、 日々安穏の うちに暮 らしてい る。その生活 に甘ん じて、平和だ

とい うのは実にたやすい。 しか し、その平和は、単なる無関心の上 に成 り立っている

だけである。同 じ過 ちを繰 り返 しかね ない。 ソウル市内の至るところで、若 い軍人の

姿を見かけた。また、私たち 日本人 と全 く変わ らない生活を過ごしている学生が、「恋

人は軍人なんです」 とい う言葉を発 した とき、世界の どこかで必ず戦争 を している人

がいるのだ とい うこ とを想起 させた。

 私たちは、戦争を知 らない世代である。それ は、 ときに憎 しみを知 らない平和な心

を持 ち、 ときに無 関心 とい う危険な側面をも持つ。平和な生活は、常にそれが崩れ る

危険をもっ とい うことを忘れてはな らない。そ して、戦争 とい う過ちを二度 と繰 り返
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さぬ よ う日々戒 めることが必要であると感 じた。

 今回の旅行 では、親 日的な多 くの人 々と、一方には戦争の傷跡を未だ持つ人々がい

る2つ の顔 を持つ韓国を見た。 どち らが韓国人のほんとうの顔であるのか。おそ らく

どち らも事実であろ う。

 平和な時代が50年 続き、韓 国 と目本 との距離 も次第に近づきつつ ある。この情勢を

生かすか殺すかは、 これか らの私たちに委ね られている。戦争の過 ちを繰 り返 さない

よ う、また、よ り韓国 との国交が発展す るよう志 したい。私たち戦争 を知 らない世代

だか らこそ、 日韓の距離を縮めることも可能である と思 う。そ して、多 くの人々に日

本語を学びたい と思 ってもらえるような 日本を築 きたい と考えた。

 韓国旅行 を終 えて、は じめ 目的 としたものを十分 に整理するには至 らなかったが、

韓国 とい う国について様 々な ことを感 じることができたことは確かだ。また、韓国を

よ り身近に感 じることができた とい う点でも有意義な旅行であった と思 う。

 旅行 に際 し、沖ゼ ミの私たちを快 く歓迎 して くだ さった姜先生に御礼 申し上げます。

また、CATHOLIC大 学校 の皆 さんやパー トナー の徐 さんのおかげで韓国旅行 が楽 しく、

豊かなもの とな りま した。今 回の旅行で感 じたこ とを心の糧 としたい と思います。

終 わるにあた り、 このよ うな貴重な機会を与 えて くだ さった沖先生 、 日韓の架 け橋

として支えて くださった関さんに心か ら御礼 申し上げます。

韓團旅行を振 り返 って

儒州大学人文学部4年 岡部平轟(闘 本語教育学奪攻)

 今回の4日 間の旅 で得 られたもの、それは大きく3つ に集約できる と思 う。1つ は、

日本が韓 国に対 して行 った過去の抑圧 の知 られ ざる事実である。また、1つ は、韓国

の学生 と過 ごし、韓国の学生の考えや生活を直接肌で感 じることがで きた こと。そ し

て、も う一つは、外 国人 としての異文化 の体験である。

 まず、一っ 目の抑圧 の事実に関 してであるが、 どうしてこれ ほどまでに我々 日本人

は近代以降の歴史を学 ぶ機会が少ないのか と疑 問を発 した くなる。決 して事実 を知 ら

ないわけではないが、その詳 しい内容 となるとほ とん どと言っていいほ ど教えられて

きてはいない。私 自身 、参加する前に本を読み、多少な りとも知識 を得 るまでは、抑

圧 の実態 ・残虐 さに関 しては無知であったよ うに思 う。実際、韓国において独立紀念

館 を訪問 した ときは、 自分 も残虐な行為を行った 日本人 と同 じであることに気味の悪

さと恥ずか しさを感 じた。特 に日本人による韓 国人への生々 しい拷問の展示は、 日本

人である 自分にとって非常にショッキングな ものであった。 しか しこれ を知 らなけれ

ば 自分の韓国の人へ の接 し方において無意識の うちに傷を挟るような ことをした り、

不 自然 な陰を落 とす こ とになったか も知れない。 自分の 目で現実を確認す ることがで
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きて 良かった と感 じた。また、韓国の学生 と共に見学 し話 し合いをもった ことによ り、

今 の韓国の人々が、当時の 日本の軍国主義の中で罪 を犯 して しまった人々 と、現在の

日本人を明確 に区別 して認識 してお り、 これか らの両国の関係 にっいて も発展的な意

識 を持っていることを感 じられたのは救いで あった。 日本においては現在 の教育の も

とでは、実際に当時何が あったのかを若者 のほ とん どは認識できていない。原爆や沖

縄戦、東京大空襲な どの 日本の被害が脈々 と語 られているのと同様 に、韓 国では 日本

が負 わせた傷が語 り継がれ ていることを我々は知 るべきであろう。 当時軍 国主義の流

れに呑 まれてそれ に関わってしまった人が心に傷 を負いながらも生 きてお り、彼 らに

とって触れ られた くない覆い隠 したい ものであることも理解できる。 しか し目をそむ

け続 けてい るわけにはいかない し、将来へ歪んだ形で伝 えてもいけない。我々は事実

を知 り、それを反省 の糧 とす ることで、 よりよい明 日を想像 していかな くてはな らな

い と思 う。 日本人に とっては非常にっ らいことであるかもしれ ないが、同 じような歴

史 を繰 り返 さないために も、被害国 ・日本 とい う側 面だ けでな く、加害国 ・日本 とい

う側 面 も、 よく心に留めてお く必要があると思 う。 なぜな ら、これ は、ただ過去を振

り返 って反省す るとい うことだけでな く、これか ら未来の両国間の平和 をいかに継続

してい くか とい うことを考 える上でも重要になって くると思 うか らである。私は、 自

分の 目で過去をしっか りと見つめることにより、戦争がいかに残虐で無益なものであ

るかを確認 し、過 ちを繰 り返 してはならない とい う気持ちが強 くなるのを感 じた。拷

問の展示の ところに、日本語で書かれていた言葉 を私 は決 して忘れない。「過去の不幸

な歴 史の加害者を許す ことはできるが、決 して忘れ てはな らない事実である」 この言

葉はま さに全 日本人、全韓国人 に向けて書かれ た言葉であろ う。

 今 回の独立紀念館の見学 ・韓国の学生 との討論か ら、 日本 と韓国だけの歴史に とど

まらない戦争 について も考 えることとなった。展示物の中にあった 日本軍の処刑 に関

する数点の報告書。人が人を殺す ことが何 とも思われ ない世界があった。明確な 「敵」

が存在 し、周 りが皆人を殺 していれば、その うち人は 「なぜ殺すのか」 とい うことを

考 えるこ とをやめる。なぜなんて考えてはいけない。普通通 りに考 えた ら悪 いことだ

と分 かっている。そ う考 えた ら生きていけないか ら考 えることをやめる。 そのとき人

を殺 して も非難 されることはないのだか ら怯えることもない。 「戦争」 とはそ うい うも

のなのだ と思 う。私たちの今 の 目常では考え られ ない ような特殊な状況の中で、一体

どれだ けの人が理性を保 ち続 けていけるのだ ろ うか。っ ま り、戦争 とい うものは、始

めて しまってはいけないのだ。戦争が起 こる前に阻止 しな くてはな らない。 しか し今

もなお戦争は起 こってい る。 日本だって、防衛 費 とい う名の膨大な 「軍事費」が、国

会の予算に盛 り込まれている。 「戦争 と大量殺鐵の世紀」 と言われ る20世 紀。 日本人

として忘れてはな らない事実を しっか りと目にす ることができたので、 これか らの判
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断の糧 とす ることを心に誓 った。

 また韓国の学生 と話 をす ることで、本 当に彼 らはよく勉強 しているなと感心 させ ら

れた。会 ってみ るまでは、こんなに交流ができる とは思 っていなかった。専門的に 日

本語を学び始 めたのは大学か らだ とい うのに、 日本人 と変わらないほ ど日本語を聞き

取れ、流暢に話す ことができる人 も多か った。一方、私 といえば、10年 間学んでき

た英語 を使 いこなす ことさえままな らない状態 である。韓国の学生たち と出会ったお

かげで、自分 も目標を持ってもっ と頑張っていかなけれ ばならない と思 うようにな り、

いい刺激になった と感 じている。 こうした、韓 国の学生 との交流によって 自分を自発

的に向上 させ よ うとい う刺激を得 られた ことは後 々の人生を歩む上 において非常に大

きい ものになると思 う。

 韓 国の学生 との交流は、お互いに話す ことが新鮮かつ刺激的なものであ り、時間が

流れてい くのを忘れて しま う程であった。そ して、初めは初対面かつ国籍 も違 う者 同

士が4日 間の交流を経 て、帰 り際 には涙を流 して分かれていく。 この時、こんなに短

い間で あるにも関わ らず、親密 になる人の縁につ くづ く不思議 なものを感 じた。それ

はこの旅行で得た大 きなものの一っであると思 う。

 最後 に、異文化の体験で ある。海外を旅行す るのは初めてではないが、今回も自分

が 「外国人にな る」 ことを非常に楽 しみに していた。韓国における 「外国人」の気持

ち とは どんなものなのだろ う。やは り周 りか ら奇異の視線 を向け られて決ま り悪い思

いをす るのか、それ ともア ジア とい うことで さほど違和感 を感 じないのだ ろうか、な

どと想像 していたが実際にはその両方だった とい える。そこでは確かに私が生まれ育

った国 とは異なる常識 の中で人々の生活が営まれてお り、自分が異文化か らや ってき

た人間である とい うことを感 じさせたのは事実だが、それ と同時に、 日本人も韓国人

も結局 は同 じ地球上に住んでいる人間であることに違いはない、とい う印象 も受けた。

地球 のある意味での広 さと、またある意味での狭 さ、また 日本 と韓国 とい うちょっと

した距離を移動 しただけで もこんなに違った文化が存在す るとい う驚 きと、地球上 ど

こに住んでいよ うとも人 々が毎 日の生活を一生懸命お くっているとい うことに変わ り

はない とい う親近感を、実際に異文化 を体験す ることによって経験 としてっ かむこと

ができた と思 う。

 今回、 この旅行に参加 して、様 々な面で学ぶ点が多 く、非常に濃密な時間を過 ごす

ことができた。 これは、ひ とえに参加 した全ての人々のおかげであ り、交流 をもった

すべての人々のおかげであ り、皆に感 謝 したい。今後、個々の生活に戻ってい くわけ

だが、旅行中 と同 じように充実 した 日々が過 ごせ るように努 めていきたい と思 う。
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韓国旅行を終えて

信州大学人文学部4年君 島芙美(日 本語教育学専攻)

 2000年3A6日 か ら9日 の4日 間、沖裕子先生の御提案に始 ま り、沖先生率い

る信州大学人文学部 日本語教育学専攻の有志学生総勢11名 で、隣国韓国を訪問 した。

本 レポー トではその韓国での4日 間の滞在 の中で、実際に見て感 じて考えた ことをま

とめ、述べてお きたい。

 私 にとって、今回の韓国旅行の最大のポイン トはや は り、全 日程 を通 じて韓国のカ

トリック大学校で 日本語 を学ぶ学生の方々 と行動 を共にしたとい うことで ある。韓国

についた初 日の夜 か ら帰 る前 日の夜までの時間をほ とん ど全て彼等 と過 ご したとい う

こ とは私 の中で非常に大 きかった。その事によって、韓国 とい う国、そ して韓国の人々

を一人の 日本人 として外側 か らただ客観的に眺めるだけではな く、多少 な りとも個人

と個人 として主観 的に感 じることができた とい うことが大きかった とも言 える。 同世

代の しかも女性だ とい うこともあ り、国の違いにとらわれず共通す る部分を感 じるの

と同時に、韓国 と日本 とい う国の存在 を後 ろに感 じる場面もやは りあった。独立紀念

館の見学 とい うのが今回の旅行あるいは交流の一っのメインイベン トであったが、互

いに 日本人であ り韓 国人であるの と同時に、同世代 の女同士の友人 としてそこへ共に

行き、互いに感 じ考 え、そ してまた後 にその事 を交換 したことで、そ うした事を深 く

感 じ考えることができた。以下、独 立紀念館 の見学 と翌 日の討論会でのことを中心に

振 り返 りたい。

 独 立紀念館 とい うのは、韓国の歴史が全七館 に渡 って古代の建国か ら現代まで資料

等展示物 と共に語 られているところで あるが、その壮大 さは韓国の人々の民族 として

の誇 りが非常に強 く伝 わって くるものであった。 しか し、その中で豊 臣秀 吉の侵略 と

日帝時代 とその前後の歴 史 とい うのは、私たち 日本人に とっては 自分たちの国がかっ

て犯 した事実をまざまざと見せっけ られるものである。 そこで語 られ る歴 史は 日本 が

国 として事実を認 めなが らも未だ 目をそ らしている歴史であった。 日本の教科書では

世界 史のほんの数行 あるいは1、2ペ ージほ どのスペースで語 られて しま うものであ

る。事実 は一っでも、それ をいかに語 るかで認識 が変わって しま う。 日本 の教育が原

爆 を始 め被った傷 ばか りを強調 したものであることは よく言われ るこ とだ と思 うが、

この独立紀念館 が逆に韓国におけるそ うした ものなのか どうかはわか らない。しか し、

それ が多少誇張を含む ものであろ うがなかろ うが、大小 にかかわらずやは り現実に 日

本がそれだけ罪を韓国に対 して犯 して しまったのだ とい うことは重 く謙虚 に受け止 め、

まず は謝罪の気持 ちを見せ る必要がある。他の国他の時代でも同様 のことがあるし、

日本 だけの問題ではない。 しか し、まず は一つの時代の中で 日本が韓国に対 して残虐

な行 いを した とい うその事実を受け止めなければな らないだろう。そ うして謝罪 と許
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しを超 えてそこか ら始 めて新 しい関係が築けていけるのだろ う。今回、 こうした 日韓

の歴史 を日本人 と韓 国人 として、そ して互いに国を越えた一人一人の友人 として共に

見るこ とができたのは本 当に貴重 な経験であった と思 う。翌 目の討論会 の中で、韓 国

側 の意見 として忘れ てはな らない歴史だがそれに縛 られず新たな関係を今 は築いてい

きたい とい うことを言 って くれたが、それ が言葉 だけではなく、見学の間 中、一人の

歴史の傍観者 として淡 々と、 しか し真剣に 日本語で説明 してくれた姿か らもよ くよく

伝 わってきた ことが とて も うれ しかった。 また国 としてではなく私たち 日本人の一人

一人が どう捉 えているか
、 とい うことが伝 わ り、互いの考えや感 じ方を直 に確認 しあ

えたことは本当に貴重 であった。そ して、最後 にこれだけの傷 を日本か ら受けた歴史

があ りなが ら、なぜ 日本語を学ぼ うと思 ったのか、 とい うことを訊ねてみた。歴史 は

歴史で あり、 これか らの私 たちはそ こにとらわれず進むべきであり、歴史 を知 り受 け

とめることと、今の 自分たちの世代が 日本の若者 の文化 に興味を示 し日本語を学びた

い と思 う気持ちは、全 く別だ とい うことであった。

 今回、この独立紀念館 を一緒に見学 しそ してそれ にっいて意見を交換 し合い、その

他 、た った3日 とい う短い期間ではあったがそれで もその間中ft一に過 ごす 中で、様 々

な面 を互いに見せ合 うこ とができた と思 う。 こ うした小 さな交流の一っ一つが国 と国

との関係 を変 えてい くのだろ う。 しか し、今回は 目本語教育専攻 と日本語専攻 とい う

一つの特殊 な関係でもあ り
、興味を示 している側 と示 され ている側、 とい った ところ

があった。相互によく知 り合 うためには一方が興味 を持つのではなくもう一方 も同様

に興味 を示す対等な関係を今後はっ くっていかなければな らない。

韓国研修旅行を終えて

信州大学人文学部4年 斎藤宥紀患 個 本語教育学専攻)

1. 目的

 今回の旅行には、個人 として大きく2つ の目的 を持って臨んだ。一つは 「韓国の文

化や歴史を理解す るこ と」であり、 もう一つは 「日本語教育の現状 を知 ること」であ

る。 日本 と韓国は隣国の関係 にあ りなが ら、私 は文化や歴史にっいてあま り多 くの知

識 を持 っていなかった。特に歴史に関 しては、中学 ・高校 の歴史の授業 における教科

書記述の範囲を超えていなかったように思 う。現在 の韓国における認識 も薄かった と

言 わ ざるを得ない。生 の韓 国文化 に触れ ることがで きるこの機会 に韓 国に対す る理解

を深 めていきたい と考 え、またそ うす ることで 日本文化の理解へ ともっながると考 え

たのである。 日本語教育に関 しては、まず 日本 国外における 日本語教育で あることを

前提 に、学習者の動機や態度、また教授活動の実態な どについてできるだけ多 くの知

識 を得たい と考えていた。 これ らの 目的は4日 間の滞在において、多少の差 はあ りな
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が らも達成 された といえるだろ う。以 下、 目的に沿って特に感 じたことについて述べ

てい きたい。

2。 日本人 の歴史的事実へ の関心の薄 さ

 視察旅行2目 目、天安 にある独立紀念館 の見学 を行 った。独立紀念館 では古代 から

現代 に渡 る韓国の歴史 を知 ることができた。三国時代の頃から現在 の大韓民国が成立

す るまでの文化や出来事について学ぶ ことができた貴重な経験であった と思 う。特に

対 目関係 については全7館 ある うちの2館 において展示 されていた。教科書にほんの

数行で書かれていたこ とが、多 くの資料や説明文に よってその詳細が明 らかにされて

いた。 その内容が 「真実」であるか どうか鵜呑みにはできないが、 日本 による朝鮮半

島侵 略や拷問 といった事実があった ことは 日本人 として知 らなければな らないことで

ある。 けれ ども私にはその認識がほとん どなく、特に拷問については ロウ人形によっ

てそれ が再現 されてお り大きな衝撃を受けた。戦争は人の精神を侵 し、適切 な判断を

困難にす る。 よって当時行 われていたことは不本意のものであった とい う人がいるか

もしれない。 しか し事実であることを忘れてはな らない と強 く感 じた。

 3日 胃に行われた討論会 は、 日韓の学生が相互の立場か ら独立紀念館見学を通 して

の感想や意見を述べ合 うことができた充実 したものであった。討論会を通 じて、まず

日本人の歴史への関心が薄 いとい うこ とを再認識 した。韓 国では、小学校 の頃か ら授

業で 日本 との関わ りについて学び、また家族か らも戦争当時の話 を聞 くとい う人もい

る とい う。一方の 日本では どうであろ うか。歴史に興味をもち深い知識 と認識をもっ

人もいるが、大半の 日本人(特 に若い世代)は 過去の出来事であって教科書 の中の も

のだ と捉 えてお り、そこに実感 を伴わないことが多いのである。この事実を述べた時、

ある韓国人学生は大 きな驚 きを もった とい う。 この意識 の差は国家 としての 「謝罪」

に対す る考 え方の差にもつながってい るだろ う。日本 には侵略や従軍慰安婦問題など、

韓国側 が謝罪を求めている問題 が未解決のまま残 されている。 この程mマ 法王が、

過去にカ トリック教徒が犯 した罪に対 し 「謝罪」を行った。欧米ではこのように宗教 ・

国家 としての 「謝罪」が重要であると認識 してい るのに対 し、東アジアではその認識

が薄い とい う。 さらに同 じ東アジアで も日本 と韓国 とでは差があるといえる。個人単

位では存在する罪 の意識 が、国家 としては表明され ないのはなぜだ ろうか。民族 とし

ての性質の違いとい うところまで討論は進んだが、明確 な答えは出されなかった。 ま

た、ただ謝罪すれ ば良い とい うわけではなく過去に対す る認識 とともに将来の相互の

発展を も考 えるべきだ ろ う。 この態度は独立紀念館 の 「許すことは簡単だが、それ で

終わ りに してはな らない。発展 しながらの許 しが必要である。」といった内容の表示や

韓国人学生か ら意見 としてあがった。 このような意見や討論内容か ら、歴史的事実を

認識 し囚われるだけではな く、現代 に生きる日本人 として 同世代の韓 国人 とともに両
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国の将来 を考える必要性 を実感す るに至った。

3,韓 国における日本語教育について

 3日 目の討論会の後で、カ トリック大学校の 日本語授業に参加 させていただ く機会

を得た。韓国では 日本語教育が盛んで学習者数 も多い。学習の動機 は さま ざまで、言

語 としての類似性や職業への関連な どがあげられ る。 しか し、対 日感情 を考慮に入れ

た場合他 に理由があるよ うに思われたが、今回の旅行で 日本文化 の輸入がその一つで

あることが わかった。現代では多種多様な商品や文化が韓国に流入 してお り、若い世

代 を中心 に韓国の 日本文化への興味が高まってい る。カ トリック大学校の学生の中で

も、 日本 の文化に強い関心 を寄せてい る人もいた。 この ような多 くの背景を持ちなが

ら日本語 を受講 してい る学生は、 とても意欲的であ り、2～3年 とい う学習歴でネイ

テ ィブの 日本人 とコミュニケーシ ョンが とれ るまでに至っている。また、学習者 の意

欲 とともに教授す る教師側の活動について も今後更に学んでいきたい と思っている。

4.お わ りに

 今回の韓国研修旅行では、多 くのことを経験 し学ぶ ことができました。 この ような

機会を与 えて くだ さった信州大学の沖裕子先生 を初め、カ トリック大学校 の姜錫祐先

生 、カ トリック大学校 日本文化専攻の学生の方 々、そ して計画か ら関わ り韓国国内で

も案内を して くだ さった信州大学3年 の聞淳奎 さんに感謝 いた します。

闘本と韓国の友好、発膿を願って

信州大学人文学部4年 佐々木清美 偶 本語教育学専攻)

 韓国 と日本は隣同士で、歴史的なつなが りも深い。 しか し、私が これまで韓国にっ

いて よく理解 していたか とい うとほ とん ど何も知 らないに等 しかった と思 う。そのた

め、今 回韓国に行 き、韓国の人々と接 し、あらためて、韓国 と日本の関係 を見直す事

ができた事は とて も貴重な体験だった。

 実際に韓国に行ってみて、少 し意外だった事は、韓国 と日本が とてもよく似ている

事だった。隣の国では あって も、違 う国家の歴史を持ち、地理的にも隔て られている

日本 と韓国だか ら、私は全 くの異文化 圏に行 く心積 も りをしていた。だか ら、 日本 と

韓国の問に多 くの類似点が見 られた事は私にとって、嬉 しい発見だ った。

 ソウル市内の高層 ビルの立ち並ぶ街並み。車の流れの絶えることない道路。テ レビ

の番組、流行、街 を行 く人々の服装。 目に飛び込んで くる文字のほ とん どがハングル

ではあるが、 目に映 るものが 日本のもの とよく似ていて、親近感がわいた。

 韓国での3日 間私た ちに同行 して くれ たカ トリック大学校の 日本語科の学生のみな

さんは、こ とばが通 じない事が不思議に思 えるほ ど、私たちは同 じよ うに感 じ、考え

てい るように思われた。
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 もちろん、韓国には独 自の素晴 らしい文化 がた くさんあ り、そのい くらかではあっ

たが この旅行 の間に触れ ることができたの も大 きな収穫だった。

 しか し、私が 日本 と韓国の相違で最 も重 く悲 しい事は、過去に起きた戦争に対す る

意識 だった。

 日本 の韓国植 民地化 にっいて、私は教科書で学んだことぐらいの知識 しかなかった。

時折ニ ュースで、韓国への責任問題が取 りざた され るときも、私 は無知であったため

とくに感慨 も覚 えず にいた。そのため独 立紀念館に行き、今 も大 きな問題 としてたび

たび取 り扱 われている 日本の朝鮮植民地化について、韓 国の側 からは どの ように考え

られてい るのかを知 るこ とは、私にとって、 この旅行の大 きな目的だった。

 独立紀念館まではソウル市内か ら高速道路を使 って1時 間30分 ほ どかかった。 タ

クシー を降 り広大 な敷地を進んでいくと、まず見えて くるのはカメラの ファインダー

に収 ま らないほ ど大 きな門。そ して、 中庭を ぐるりとめぐるように配置 された第七館

までの展示館。 日本では考 えられないスケールの大 きさだった。そ して、この建物 自

体 が韓国の愛国精神を現わ しているように思えた。

 独立紀念館を見学 しこれまで知 らなかった朝鮮 の歴史的な背景を知 り、戦争につ い

ての多 くの史料 を 目に し、私はただ圧倒 されて、それ らを自分のもの として消化す る

のに時間を要 した。

 今で もまだ考えが しっか りとま とまったわけではない。 しか し、カ トリック大学校

での討 論会や、 日本人 どうしで話 し合ってみて、確かに感 じるのは 「知 ることは大 き

なカだ。知 らない ことは罪 だ。Jと い うことだ。

 「悲 しい過去のことは水 に流 しま しょうよ。」と言って くれる学生 もいた。その学生

は 日本人に祖父 を殺 された とい う。仇 とも言 える日本人にそのように言 って もらえて

本 当にあ りがたい ことだ と思 う。

 真実が何かは、今 となっては推測 の域 を越 えない。しか し、日本が朝鮮へ兵を出し、

多 くの朝鮮民族の命 を絶 ったことはおそらく事実だ ろう。私はこの事実 を謙虚に受け

止 め、その上で韓国 との友好関係 を築 いていきたい。そ して、これは私た ちの世代に

課せ られ た責任の ように思 う。

 最後 にな りま したが、私 たちを快 く受け入れ 、歓迎 して くださったカ トリック大学

校のカン先生、津崎先生、中野先生、 日本語科 の学生のみな さん、韓 国でのスケジ ュ

ールの調整を して くだ さった ミンさん、 このたびが素晴 らしいものになったのは、み

なさんのおかげで した。 どうもあ りが とうございました。

そ して、今 回の韓 国旅行 を立案、私たちを韓 国まで導いて くださった沖先生に心か

ら感謝 申 し上げます。
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近い国

信州大学人文学部4年 博多理恵(日 本語教育学専攻)

 初めて韓国を訪れ、「韓国は近い国だなあ」 とい う印象を持った。飛行機 で行けば2

時間そこそ こで着いて しま う。ま るで国内旅行の ようだ。なにも物理 的な近 さだけを

感 じたわけではない。 正直言って、韓国にいる とき 自分が外 国にいる とい う実感があ

ま りなか った。おそらく、な じみの人達 と一緒に行動 し、聞さんの通訳に頼 りっぱな

しとい うことが大きいだろ う。 けれ どそれ以上 に街 の景色や行き交 う人々の姿があま

りに も日本のそれ と似 ているので、初 めて来た国なのになんだか落ち着いた気分 にな

って しまった。韓国の人達か ら見れ ば、 自分は どこか ら見ても 日本人つま り外人なの

か もしれないが、当の本人は 自分の国にいるよ うな錯覚を していた。こ うい うのを図々

しい とい うのだ ろうか。

 カ トリック大学校のみな さん と話 していても、 日本人の友だち と話 しているの とあ

ま り変 わらない。「ああ、こ うい うタイプの友だちいたな」とい うような感覚だ。携帯

電話 で話 し、カ ラオケで歌い、ダンス ・ダンス レボ リューシ ョンで踊 っている韓国の

同世代 の人達 を見てい ると、親 しみを感 じないでいることは不可能だ。 もし自分が も

っと長 く韓国に滞在 し、 日常生活をここで送っていれば、いろいろと文化や習慣の違

いを感 じることもあろ うが、4日 間の滞在でまず感 じたのは 「ああ、 日本 と似てるな」

とい うことだ った。

 独立紀念館は韓国 と日本の痛ま しい歴史を刻んだ揚所 なので、初めは少 し身構 えて

しまったがカ トリック大学校 のみな さんが一生懸命 に説明 して下さったので、嬉 しか

った。 日本人 として韓 国の人達に 申し訳 ない と思 う気持 ちと、それで もや は り韓国の

人達 と長 く付 き合 っていきたいと思 う気持ちがない まぜ になった。おそ らく、案内 し

て くれた方 々にも複雑 な思いがあった ことと思 う。お互いに複雑な心境であ りなが ら

も、一緒に見学できたのは有意義なことだった。

 4日 間を通 して、何 かについて思いをめぐらす こ ともなくはなかったが、 とにか く

楽 しく毎 日を過 ごしていた。韓国の食事 もおい しくて、 日本に帰ってか らも毎 日のよ

うにお土産 のキムチを食べている。国 と国にっいて考えることはとて も難 しい。けれ

ども、 自分が 出会 った人達にっいて考えることは難 しくない。彼女た ちと出会 って、

もっ ともっと韓国にっいて知 りたい と思 うようになった。同時に自分の国についても

知 り、 自分 の言葉で紹介できるようにな りたい と思った。

ソウル旅行離

信州大学人文学部3年 坂下智美(日 本語教欝学専攻)

3月6日(月)
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 朝、8時 過 ぎに松本駅に着 く。早 く来す ぎた。切符 を買い待合室で皆が来 るのを待

つ。寒 い。 ソウルは もっと寒いのだろ うか。集合時間が近づくと、だんだん皆が集 ま

ってきた。 これか ら4日 間を共にする仲間だ。 考えてみれ ば 日本語教育の皆 と旅 をす

るの もこれが初めてだ。 どんな旅 にな るのだろ うか。

 9:02発 の 「しなの」 に乗 り込み、名古屋 に向か う。

混んでるなかをなん とか座 り、 うとうとと眠ってい るとあっとい う間に名 古屋に着い

た。名古屋 は暖かい。 もう春を迎えているのか。 そこか らバスで空港へ行 く。

 名古屋空港 は国際空港 といって も発着便は少 なく、人 もまばらだ。 日本語に混 じっ

て とき どき韓 国語 らしきものが聞 こえる。手続 きを済ませ、 しば らく昼食 を とった り

して時間を潰 し、いよい よ飛行機 に乗 り込む。 アシアナ航空の機体は グレーのシンプ

ルなデザインでなんだか好 きだ。名古屋か らソウルまではわずか2時 間足 らず。近い。

松本か らの時間を考 えて も、私 の実家のある能登半島に行 くよりも早 くソウルに着い

て しま う。不思議 な気分だ。

 短い フライ トを終 え、いよいよソウルに入る。空港内を行き交 う人々の顔 はアジア

人のものばか りだ。それも東アジアの顔 だ。この旅全体 を通 してみても、私が見たア

ジア系以外の顔 は5人 に満たないのではないだ ろうか。

 入国手続きを済 ませ、ゲー トを出ると、懐か しい ミンさんの顔 と 「信州大学い らっ

しゃいませ」の紙 をもったカ トリック大学校の皆 さんの顔が見えた。 いよいよ韓国の

旅が始 まるのだ と実感 した。カ トリック大の人達は、皆背が高 く色 白で大人っぽい。

日本 にい るときに ミンさんが 「日本の女の子よ り韓国の女の子の方がきれ い」 と言っ

ていたが、成程その通 りだ。

 お互い に簡単な自己紹介 をして、地下鉄で移動す る。地下鉄に乗 り込んでからはソ ・

ヒギ ョンさん と話 を した。 日本語がとても上手だ。車内で新聞を読んでいる人がいて

ちらりと見てみる とヤ クル トの広告が大きく載 っていた。 しか しそれ以上 に 日付が7

日になっているのに驚いた。地下鉄の車内の風景は 日本 と変わらないのに、やは りこ

こは 日本ではないのだ。

 地下鉄 を降 りて、地上にでる と歩いてす ぐ近 くに宿があった。部屋の中はエアコン

がないのに暖かい。社会の授業で名前だけは知 っていたオン ドルだ。っるつるの床 が

適度 にぬ るく、室 内の空気が暑 くなることはないので とて も良い。部屋 の隅に積んで

ある布 団 も色鮮やかな布が縫付けてあって、そんなことで私の心は うき うき した。

 一旦、カ トリック大の皆 さんと別れて待望の焼肉屋で夕食 となった。旅 で疲れた喉

に ビールは最高におい しく、お店 の人が どん どん焼いてくれ るお肉を食べ るとみるみ

る元気が湧いてきた。 ご飯 も日本のとは違 った赤いご飯だ ったが とて もお い しい。味

11曽仕立てのスープはとても懐か しい味が した。子供の頃、お寺で食べた味だ。
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 焼 肉に満足 し上機嫌 で宿に戻 る。カ トリック大の皆 さん と合流 し、 日本人、韓国人

一人ずつのペアをっ くる
。私のパー トナーはキム ・ジ ョンミンさんだ。3つ の部屋 に

別れてお酒の席 になった。韓 国のお酒やお菓子が用意 されている。韓 国で人気 のある

百歳酒や竹露、濁 り酒 は比較的飲みやすか ったが、お酒の弱い私は一人だけ真っ赤に

なっていた。

 韓国では2月 か ら新学年 が始まるので、3年 生 といっても私 よ りひ とつ下なのだ と

知 った。 それに して も大人っぽい。

 カ トリック大の皆 さんは宿か ら地下鉄で1～2時 間の ところに住ん でいるらしく、

10時 過 ぎに帰っていった。そんなに遠 くか らわ ざわざ来てくれてい たと知 り、とて

も感激 した。「また明 日ね」と手を振って別れ る。今まで外国に行って、現地の人 と 「ま

た 明 日」 なんて言葉 を交 したことはなかった。そんな ことを布団の中で思いながら、

深 い眠 りに入 っていった。

3月7日(火)

 朝。布 団の 中で 目覚 める。 も う少 し眠っていたい。韓国で向か える初めての朝だ。

な どと思 う間 もな く身支度を済ませ る。ロビーに出る と、ミンさんが待 ってて くれた。

宿 のす ぐそばの食堂で朝食 を とる。食堂のお じさん とおば さんが笑顔で 「アンニ ョン

ハセ ヨ」 と迎 えて くれた。朝食は焼肉 と同じくらい食べたかった本揚 の石焼 ビビンバ

だ。石焼 の名の如 く、重そ うな石の器 がでてきた。具の下は焼肉屋で でたの と違 って

白い ご飯だ。スプー ンで よく混ぜて食べ る。熱い石で底のご飯がおこげになってて う

れ しい。 しか し辛い。熱 くて辛い。辛 くて熱い。鼻 をすす りなが ら食べた。 とてもお

い しい。

 今 日は独 立紀念館 を見学す る。カ トリック大の皆 さんも同行 して くれる。私 のパー

トナーのジ ョンミンは、家か ら宿まで2時 間かかるとい うか ら往復4時 間。ほ とん ど

寝てないのではないだ ろ うか。授業 もあるだろ うに私達に付き添って くれて、本当に

あ りがたい と思 う。

 ワゴンに乗 り込み、記念館へ と出発する。道路は車線が多い。ソウル は都会なのだ。

車の中では、お互いの家族 のこと、 目本や韓国の映画の話な どをした。ジ ョン ミンは

とて も面 白い人だ。幼馴染みの男の子が軍隊に入 ってい ると聞いた。 日本では考え ら

れないこ となので想像がっかない。

 窓か ら見 える景色は 日本 と変 わ らない ようにみ えた。 田んぼや ビニールハ ウスが続

く。

 インターチェンジで休憩。あったかい揚げ菓子を貰 う。あんこが入 っていておい し

い。韓 国であんこを食 べる とは思 っていなかった。 よく考 えれば中国 にもあるか らそ

のつなが りがあるのだ ろう。 ジ ョンミンが韓国の伝統的な飲み もの(お 米か ら作った
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ジ ュー ス)を 買 って くれ た。 缶 を よ く見 る とヤ クル トが製 造 して い るも のだ った。 恐

るべ しヤ クル ト。

 再び ワゴンに乗 り、30分 もす ると独立紀念館に着いた。大きい。敷地が広い。車

を降 りてか ら記念館 までが遠い。風 が強 くて寒 い。 気温は松本 と変わ らないが、風が

強い。 ジ ョンミンと腕 をくんで歩 く。韓国では女性 同士、腕をくむのが普通なのだそ

うだ。小学校 の頃、仲の良い友達 と腕 をくんで廊下を歩いたのを思い出 し懐かしい気

分だ。

 館 内に入 る。古代の歴 史か ら現代まで、7っ の館がある。広い。

戦争の部分になると、 しだいに気が重 くなる。 中で も拷問場面を再現 した蝋人形や耳

を撃たれた人の写真、次々に人が射殺 され る映像はシ ョックだった。 とて も、現実 に

あった こととは思えなか った し思いた くなかった。 それでも事実は事実だ し、それは

知ってお くべきことだ。

 戦争 について学校で教 えられてきた ことは、家族を失 った り、家 を焼かれた り、か

わいそ うな被害者の立場の ものばか りだった。加害者 の立場にたった具体的なものは

説明 されなかった。小学生に教 えるな らそれだけでいいかもしれない。で も、中学生

以上には、戦争 について、戦争をおこ してはいけないことにっいて考え させるには、

戦争 の闇の部分 も教 えな くてはいけないのではないだろ うか。教育のひ とっ としてそ

うしなければ、おそ らく大部分の人が無知なままでや り過 ごし、同 じこ とを繰 り返 し

て しま うだ ろう。

 戦争 になれ ば人間は どうなるかわか らない。悪循 環か ら抜け出せな くなる。戦争 を

起 こさない ように、戦争 を忘れ ないた めに、 これか らの未来のために。独立紀念館 を

この 目で見れ たことは貴重 な経験だった。が、 日韓の関係 を考 えるにはまだまだ知識

不足 だ。

 昼食 は海 苔巻。 日本の海苔巻 よ り韓国の海苔巻のほ うが好きだ。あんこにしろ海苔

巻に しろ、韓 国 と日本は海 を渡 ってつながってい るのだ。そ して一方 で海 が両国を隔

てている。

 独 立紀念館 を去 り、 中華料理屋で夕食 をとる。 どれも 日本の中華料理屋 では食べ ら

れない、韓国流 中華だがおい しい。漠然 とアジアの味だな と感 じる。食事 を終えカ ト

リック大の皆 さん と別 れ る。昨 日会 ったばか りとい う気が しない。明 日も会える と思

うと うれ しい。

3月8日(水)

 韓 国滞在3日 目。慣 れてきた と思い きや実質今 日が最後の 日でもある。 昨 日と同じ

食 堂へ行 く。今 日はカル ビ ・タンとい うスープ。牛肉(骨)か らとった ダシがよくで

ていておい しい。 なによ り胃にや さしい。赤米 のご飯 をいれて雑炊のよ うに食べると
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またおい しい。

滞在期間が短いせい もあるかもしれないが、韓国の食べ物はおい しいので全然 日本 の

味が恋 しくな らない。

 朝食後 、地下鉄で力 トリック大に向か う。大学に近い駅までい くと、シンさんたち

が迎 えにきて くれていた。 スクールバ スに乗 る。大学は坂の上にあ り、 とて も大きか

った。

 外は雪が降っている。今 日も寒い。 ソウルの雪は 日本海の雪 と同 じぼた雪で どん ど

ん地面を 白で うめっ くそ うとしていた。

 学食 に入 ると学生が思い思いに時間を過 ごしている。そ こでココアを飲み、 しば ら

くしてか ら専攻 ごとの学生の控室 に行 った。そ こでカン先生 と沖先生がお互いの学生

を紹介 しあった。カン先生はとても優 しそ うで何故か初めてお会 い した とい う気が し

ない。 国際交流委員会の方 のはからいで、教員 専用の食堂でお昼 をご馳走 になった。

昼食 を終 え、オン ドルの広 い部屋で独立紀念館や戦争にっいての討論会 となる。 カ ト

リック大 の皆 さんに戦争 中の 日本にっいてどう思 うか聞いてみた ところ、「過去は過去。

大切なのは未来」 とい う意見がでた。正直、韓 国の人たちが どのよ うな戦争教育を受

け、 日本 に対 して どのよ うな感情を持 ってい るのか心配だった。 カ トリック大の人達

は、学校 の先生や家族か ら 「事実Jを 聞いてきた し修学旅行で独 立紀念館 に行 った り

してきたが、過去 よりこれか らに 目を向けているよ うだ。私達若 い世代 は戦争 を知 ら

ない。戦争について聞 き知 っても、実際に体験 した人達が持っ感情をそのまま受 け継

ぐことはできない。だか らこそ、過去 を知 り過去 を踏まえた上で、新 しい 日韓の関係

が築 けるのではないか。 それ とも個人 レベルではできて も国家間のこととなるとそ う

はいかないのだ ろうか … 。

 討論会の後 は、韓国の伝統的な着物 ・ハ ンボクを着 させていただいた。 色が鮮やか

で どれ も素敵だ。私 は桃色のハンボクを着 させ て貰い、似合 うと言われ る とおせ じで

も うれ しかった。

 少 し早 めの夕食 を食べに行 く。スープの中に冷麦に似た麺が入っている。

私はそこに どん どんキムチをいれ、最後には隣 りの ミンさん と同じ位スープが赤 くな

っていた。

 再び学校 に戻 り、 日本語 の授業を見学 させて頂 くこ とになっていた のだが、「本物 当

て クイズ」の出題者の役 を 日本人の私達がす ることになった。 出題す る側 は3人 チー

ムにな り、3人 の うち本 当の ことを言 っているのは誰かを質問 して当て るとい うゲー

ムである。質問に答 える と笑って くれた りして反応 が良 く、とて も楽 しかった。夜 は

カ ラオケをしにいった。韓国の歌は歌詞 はわか らないが、とても良かった。 日本語の

歌 もあ り、カン先生が長淵剛のrと んぼ」を熱唱 されていた。 プロ級の歌に皆聴 きほ
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れ て いた。

 帰 りがけに、 ミュンジンがテーブル の上にあるスルメを指 して、好きか と聞くので

好き と答 えるとスル メをまるごと私に持たせて くれたのが思い出深い。カ ラオケに行

く途 中で も、私がお店 に並んでいるお菓子を見てい ると、シンさんがす ばや く買って

きて くれた りして、カ トリック大の人達は躊躇す ることな く、私達 に何か してくれて

いた。空港 に出迎 えて くれたことか ら始ま り、カ トリック大の皆 さんには予想以上 に

良 くしていただいて心か ら感激 してい る。

 カラオケをでた後 も、夜遅いのに東大門まで一緒に行 っていただいた。東大門は深

夜 とは思えないほど人 と活気が溢れてい る。屋台に も入 り、 これまで とは違った韓国

の味に触れ ることができた。もう一人の(2年 生の)シ ンさんもお茶 目で面 白い人だ。

 カ トリック大のみなさん と別れ るときは本当にさみ しかった。 たった3日 間の旅 を

とても楽 しく、濃 く、充実 した旅 にして くれた。お母 さんのように私を引っぱってく

れ たジ ョン ミン、明るい笑顔のシンさん、 ミュンジョン、冗談ばか り言 うシンさん、

最初 にお話 した ヒギ ョンさんをは じめ、皆 さん本 当に私達のために時間をさいて心 を

つ くして くれた。 日本語でのコミュニケーシ ョンは大変だっただろ うに。何度 「カム

サハ ムニダ」 と言って も言い足 りない くらい。 も う 「また明 日」ではないのだ。 ほん

とに さみ しい。

また 、 いっ か、 ソ ウル で 、 日本 で、会 え るこ とを願 って います。 カムサ ハ ムニ ダ。

3月9日(木)

 朝。 ソウル最後の朝。いっもの食堂で朝食を とる。食堂のおば さんたちとも今 日で

お別れだ。おば さんたちはいつものように笑顔で送 りだ してくれた。宿の人 とも別れ、

ミン さん ともしばらくお別れだ。 ミンさんには毎 日宿 まで迎えに来て もらい、宿まで

送 って もらった。 ソウルで私達が安心 して楽 しんでい られたのも、 ミンさんがず っと

つ いていてくれたか らだ。 ミンさん、本当にあ りが とうございま した。大学であった

ら改 めてお礼を言いたいです。

 地下鉄で空港まで行 き、行き と同じアシアナ の機体 に乗 り込む。 ソウルを発ち、 日

本 に向か う。 しば らく経っ と窓か ら日本がみえて くる。あっとい う問だ。 ソウル に向

か うときは近い と思 ったけ ど、次にソウル に行 くのはいつになるか と考 えると帰 りは

なんだか遠 く感 じる。韓 国はや は り外国なのだ。名古屋に到着する。 日本だ。

 …  私が この旅で もっとも学んだ ことは、心を尽 くす とい うことだったように思

います。相手を理解 し相手のことを思 うこ と、相手が、皆が喜ぶ よ うに したい と思 う

こ と。 この心は異文化であれ同 じ文化の者であれ変 わ らない人間の大切な心です。 こ

の旅は この心に触れ、感 じることが とても多い旅 で した。韓国を知るにも韓国を通 し

て 日本を知 るにも、この旅 はあま りに短 い旅で したが、一番大切な基本的な心を実感
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して学ぶ ことができた と思います。いい旅 にな りました。

 ., 枚 で収める筈が こんなに長 くなって しまいました。たった3泊4日 の旅で し

たが、 これまでの旅 とはまた違 った、充実 した良い旅で した。これ も皆、カン先生を

は じめカ トリック大学校 の皆 さんのあたたかいお もてな しと、この旅 を実現 させて く

だ さった沖先生、 ソウル で走 り回って くだ さった ミンさん、一行 を率いて くだ さった

団長 ・佐 々木 さん、列の最後尾 にっいていて くだ さった青柳 さん、チケッ トの手配 、

会計、班長 な どそれぞれ の役を責任持って果た して くださった先輩方、一緒 に旅 した

2年 生、皆 さんのおかげだ と思 っています。 ここに改 めて感謝 したい と思います。

あ りが と うご ざいま した。 カ ムサハ ム ニ ダ!!

架け橋

信州大学人文学部3年 闘 淳叢 偶 本語教育学専攻)・ 世話人

沖先生か ら韓国にゼ ミ旅行 とい うのはいかがなものか と尋ね られた。

私 は迷わず、いいですね、 と即座に返事 をしていた。

今か ら8年 前、その時通 っていた韓国の大学2年 生だったある 日、指導教官から日

本を訪れ る一 ヶ月 間の旅行 プログラムに参加 しないか と勧 められた。君 さえよければ、

うちの大学の代表 として推薦 したいとのことだった。詳 しいプログラムの内容 は知 ら

なかったが、ただで 日本旅行 なら悪 くない と思った。

 そのプ ログラムは名前か らして仰々 しかった。 「21世紀のための友情計画」。宮沢総

理のお招 きで行 くとのこと。いったい何 をす るのかな。内容 を見てみても広島、奈 良、

京都 とい うところを観光す ることと、静岡でのホームステイ、そ して、熱海 とい うと

ころでの 日本大学生代表 との討論会及び交流会 とい うのがほ とん どだった。

まあ、ただだか らな。

韓国大学生代表25人 、 日本大学生30人 が熱海で集まって3泊4日 間をともにする

経験 をす るまでは、少 なくともそ うであった。

 それをきっかけに私は 日本を3回 訪れ ている。その中の1回 はただの旅行ではな く、

3ヶ 月間の語学研修だ った。もちろん、部屋を一緒に使 ったのは、その 「21世紀のた

めの友情計画」のメンバー。逆に、 日本のそのメンバー を韓国に招いただ けでもお よ

そ、10回 は軽 く超 える。一緒に中国旅行に行 った りもした。

私は 日本留学を決心 した。 出発を前に して祖父にもあい さつに行った。

日本帝国時代 に駅長 を勤めていた祖父 は、意外にも、

 "日本人は責任感が強 く、や さしい人たちなんだよ"

と言 って くれた。徹底 した反 日政策 と親米政策 を並行す ることに よって政権 を維持 し

よ うとした李承晩政権で育ってきた父が、
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  "気 を付 けるんだぞ、 日本人は怖 い人達なんだぞ"

と言 ってきたの と、祖 父の話は奇妙 にも食い違 いを見せていた。いったい何がそ うさ

せていたのであろう。

 数 多 くの私費外国人留学生は、実際の生活空間でた くさんの日本人 と出会っていく。

学校 以外の場面では、失敗 して しか られた り、わか らな くて恥をかいた りす るこ とも

多々 ある。いつかはあま りにも 日本の生活 と日本人に耐 えられな くなって、「友情計画」

の親 友に電話 をかけ、愚痴 をこぼ したことがある。

"む しろ
、おまえに会 わなかった らよかったのに、オ レ、 日本人のこといいやつば

か りだ と勘違い していたのかも"

"バ ッハ ッハ ッ 今
、お前が相談 してい るオ レは何人なの?オ レも日本 人なんだけ

ど"

 友 達作 りを 目標 として 「21世紀の友情計画」が開催 された。そ して、私は、そこで実

際に、国を超 えた生涯 の友を得た。 日本 に対す る信頼感 の出発点は、 あの会だったの

であ る。そ ういえば、今年 もそ ろそろ「友情計画」のあいつ らが信州 に遊び に来 る頃に

なった。

沖先生か ら韓国旅行 を相談 された時に私は、
"今度は私が架 け橋 にな る番だ"

と、 心 に誓 って いた。

韓国文化研修旅行を振り返って

信州穴学人文学部2年 於本七瀬(日 本語教育学専攻)

1.出 発前の準備

 この韓国行きが決 まり、私たちは二度ほ ど全員で集ま り、勉強会をひ らいた。今回の

目的 は、「韓 国の 目本語教育の現状 を知 る」、「韓 国の今 までの歴史(昔 の姿)、 今の姿 を

見る」とい うことが全体の 目的であることを確認 した。また、実際に中に入 ってい くこ

とで、ネイティブの感覚 を知 ること、異文化 を受 け入れ ること、そ して私たちの文化

を伝 えてい くことが少 しで もできればいいな とい う気持 ちを持 っていた。 さらに、個

人的 には、初めての海外 とい うこともあ り、異国の異文化 に接す る機会 は今までなか

ったので、接 し方 を学ぶ とい うことも 目的にあった。また、現在の韓国の学生が持っ、

日本 に対す るイメー ジはどんな ものなのか、 目本語教育に対す る意識 は どうなのか、

とい うことに関心があった。韓国の人 々は、 日本に対 して誰でも少なか らず反発心や

嫌悪感 を抱いているものなのではないか とい う考 えがあったので、力 トリック大学校

の学生 の方 々との交流が予定に入 っていたが、少 し相手の反応が、怖 くもあった。

2.到 着
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 韓国までは飛行機 で行 くと本当に早 く、空港へ着いても違和感を感 じることもなく、

外見 も変るこ とはないので、外国に来た とい う実感 がなかった。

 空港には、カ トリック大学校の学生 さん方が迎 えにきて くだ さっていた。皆 さん と

て もあたたか く私たちの到着を喜んで くれてい るよ うだった。そ こか ら宿舎まで地下

鉄で一時間近 くかかったが、その間に 自己紹介を して、お互いの大学の ことな どを話

した りな どしたが、みな さん 日本に強い関心があるよ うで、偏見視 した りす るよ うな

ことはないよ うだ った。

3.独 立紀念館見学

 二 日目に、韓 国の独 立運動に参加 した人たちの偉業 を伝 えるために設立 された独立

紀念館 をカ トリック大学校の学生 さんたちも同行 して訪れた。1982年 、 日本で歴

史の教科書の、歪 曲問題が起こった ことがきっかけ とな り、独立運動 に参加 した人た

ちの業績 を正 しく伝 え ようとい う目的で建設 されたのがこの紀念館だ とい うことだ。

韓国には他 にもいくっかこの ような 目的の建物があるらしかった。実際、私達が訪れ

た独立紀念館は、想像 以上 に広大だった。更に、七っ もの展示館 に分かれ てお り、ひ

とつひ とつ の手の込んだ作 りから、韓国の人々の愛 国心、独立を果 たすまでの強い思

いが伝わって くるよ うだった。展示物の説明文は、ハングルで書かれているもので、

英語での説 明もほ とん どなかった。 日本語での説 明がな されてい るところももちろん

なかったが、第三展示館 の 日帝の侵略館 で、 日本 の官憲が、実際に韓 国人に行った と

い う拷問の様子 を見せ るろ うにん形の展示の ところにだ け、「これ らは,実 際の証言に

基づき、忠実に再現 したものである。 この ような悲惨な出来事は二度 と繰 り返 しては

な らない とい う意味を込めて残す ものである。」とい う内容の説明が 日本語でも書かれ

てあったのが印象深かった。

4.独 立紀念館見学後 の討論会

 三 日目に、カ トリック大学校の施設内で 目本 と韓国両方の意見を述べ合 う形で昨 日

の独 立紀念館見学後の討論会を行った。 しか し、韓国の学生さん方 の 目本語の能力の

関係 で、そこまで難 しい話 し合いに発展することはなか ったが、お互いに質問を出 し

合 う中で、韓国の学生の問で、戦争時代の 日本 のこ とを考えて、 日本に対 して どのよ

うな感情 を抱いているか、 とい うことを尋ねた ところ、 日本を特 に敵対視 した り、嫌

悪感 を抱いた り、な どとい う風潮 は全体的にはあま りなく、む しろ過 去のことよりも

未来 のことにより目を向けて 日本に対 して友好 関係 を望んでいる傾 向が強い らしいと

い う意見が得 られた。 しか し、中にはもちろん 日本 を強 く嫌ってい る人もいるのは確

かである。韓国では、授業の一環 として、独立紀念館 を訪れてお り、た くさん戦争時

代のことは闘か され ているようだが、現在 は過去 にこだわるよりも、若者は、未来の

ことを考えてい くべ きであるとい う考 え方 らしい。 しか し、一旦 自分の国 を出れ ば、
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まわ りか ら見れ ば、例えば 「日本人」「韓国人」 としてそれぞれの国の過去を少なか ら

ず背負 うことになる。周囲か らの先入観か ら逃れ ることはできないのではないか。や

は り、過去に無関心ではいけない。 「公 の流れの中にある個人」 とい うことを常に意識

して、 自分 の国の歴史 はできるだけ正確に知 ってお く義務 があるのではないか、 と考

えた。

5。 カ トリック大学校訪問

 カ トリック大学校 は、大変広い敷地だ った。今回は特別に、 日本語の授業に参加で

きる機 会を得 られた。学生の皆 さんは、ち ょうど初級 が修 了した程度 とい うことだ っ

たので、あま り難 しいことばは話 さない ように して、できるだけ複文は用いずに、単

文で表現す るように注意を受けた。 しか し、 クラスの中には、まるで、ネイテ ィブ と

同様 にスラスラ と日本語の表現ができる人もいて皆 さんの レベルの高 さに驚 いた。授

業の様子 は、信州大学の英会話の授業 を思い出 させた。われわれ 日本人は 中学校か ら

今 までの間、長い間英語に接 しているはずなのに、なかなか思 うよ うに身につかない

でい る。一方韓国では、 日本語は 「第二外国語」であるはずである。 それにもかかわ

らず、短期 間でこれだ け使 いこなせるようになるのだか らすごいことだと感 じた と同

時に、 日本 の外国語教育の問題 を考えさせ られた。

6.韓 国の文化について

 今回の旅行の中で韓国の文化 について触れ られた ことをあげてみ るとまず は、韓国

の民族衣装である 「韓服(ハ ンボク)」 を着 る機会があったことがひ とっある。カ トリ

ック大学校の学生の方に着せていただいたのだが、 日本の着物のよ うに重みがあ り、

しっ とりした感触ではな く、 とて も軽 く、着方 も難 しくないよ うだった。本 当に色鮮

やかでふ わふわと、風になび くよ うな感 じだった。 もう一っあげるとすれ ばやは り食

文化 ついてである。全般的に とうが らし、にんにくなどが効いたか らいものばか りで、

特に、キムチは、毎食必ず食卓 に出されていた。そのキムチの種類 の中で、 日本の大

根の漬物 に大変 よく似 たものがあ り、少 し酸味が強いのが違いだったが、 日本の食事

を思い出させて くれた。

 また、韓国の ソウル の町 を眺めていて気になったことは、キ リス ト教の教会が本 当

に多かった ことである。また、高いビルの ような建物はほとん ど「アパー ト」であ り、

ソウル 内の人 口の多 さが感 じられた。 これは、東京以上であった。

7.韓 国文化研修旅行 を終えて

 全体 を通 して言 えるこ とは、少なくとも、私 と同 じ世代の韓国人の問では、 日本 に

対 して、私が出発前に不安に感 じていたほ ど嫌悪感 を抱いていないよ うだ とい うこと

である。 これは意外なこ とであった。今回は、広い年齢層 と接する機会が得 られなか

ったために狭い ところ しか見ることができなかったが、同 じ世代の人 と、た くさん話
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ができてそれだけで も収穫 はあったようにお もう。

 もう一っは言葉の問題で ある。今まで何気な く使 っていた 日本語を、韓 国の学生に

もわか るようにゆっく り、難 しくな らない ように言葉を選んで、慎重 にはなす ことの

難 しさ、また、 うま く表現 しきれていない相手の 日本語 の内容 を予測 して うまく言い

換えて確認 した り、普段は意識 しないこ とにまで神経を使 うためにかな りのエネル ギ

ーを使 った。このよ うなことは、日本にいた時にはあま り経験できないことであった。

 私達は、ハ ングルの読み書きを全 くできない状態であったのが、仕方がないことと

はいえ、相手の言葉を全 く理解せずに接す ることは問題が あることだ と反省 した。次

回の韓国訪 問の機 会までに少 しでも身 に付 けたい と思 った。

韓国文化研修旅行を終えて

信州大学人文学部2年 城間友美 偶 本語教育学専攻)

 3月6日 、私達 日本語教育学のメンバーは沖先生の こ引率のもと、アシアナOZ 121

で韓国へむけて出発 した。は じめての海外旅行 とい うこともあって、まだ見ぬ韓国へ

の期待がふ くらむ一方 、やは り国外へでるとい うのは少々不安があった。機内アナ ウ

ンスやまわ りでかわ され るハ ングル語を聞きなが ら、今回の旅行で交流をもつ予定の

カ トリック大学校の人々 とどうい う風 にコミュニケーシ ョンを とれ ばいいのか、 もし

現地でみんなと離れた らどうすれ ばよいのかな どと考えながら、言葉が通 じるとい う

ことが どれ だけ安心感 があるか とい うこ とを知 った。そ うこうしてい るうちに、窓の

外の景色は朝鮮半島の もの とな り、や がて ソウル の高層 ビルが ところどころ姿をあ ら

わ した。 空港に到着す ると、カ トリック大学校 のみな さんが手製のボー ドで我々を歓

迎 して下 さった。聞 さんの司会によって、それ ぞれの 自己紹介がすむ と、ひ とりひ と

りとの交流がは じまった。 自分がハングルを離せ ないため、どれだけ意思が通 じるか

と心配 していたが、カ トリック大学校 のみなさんは 日本語がとて も上手 くまた、初対

面なが らも積極的に話 し掛 けて くだ さったおかげで、ホテルでの親睦会 もとても和や

かに行われた。そ こでパー トナーをきめ、私には李香淑 さんがっいて下さることにな

った。

 翌3月7日 はカ トリック大学校 のみ なさんのご案 内によって、独立紀念館を見学 し

た。韓国 と朝鮮半島の歴史を学ぶ うえで、一般 の観 光客はあま り訪れ ない とい う独立

紀念館 を見学できた ことは とて も貴重 な体験であった。 さすがに、 日本人に よる朝鮮

人の人々への拷問の コーナー では 目をそむけた くなったが、歴史の事実 に向き合 うと

い うことは必要である と感 じた。 また、説明 しづ らい ところを私 に伝 えて下 さった香

淑 さんへの感謝の気持 ちで胸がいっぱいになった。独立紀念館では、 日韓の過去 と未

来にっいて深 く考 えさせ られた。過去 の事実に 目をそむけることなく、今後 どれだけ
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我 々が互いに歩み よれ るのかが問題であるよ うに思 う。

 最終 日はカ トリック大学校見学で、美 しい校内を案内 していただき、憧れのハ ンボ

クも着 ることができた。 また、みなさんの授業にも参加でき、カン先生のお話 も うか

が うこ とがで きて、充実 した一 日であった。また、夜の東大門では韓国の熱気 あるパ

ワー を肌で感 じた。香淑 さん との別れ ではただ涙がで るばか りで、初 めて友人 との別

れの場面を強 く意識 したため、またいつか韓国を訪れる機会 をぜひみっけたい と切 に

思 った。

 今回の旅行では、い ろいろな ものを得 ることがで きたと改めて感 じる。異文化交流

はもちろん、歴史、友人、好奇心など。ただの観光では感 じることのできないものを

与 えて下 さった姜先生やカ トリック大学校のみなさん、お世話になった関 さん、4年

生の先輩方、そ して、 この ような機会 をもうけて下 さった沖先生に心か ら感謝 の気持

ちを申 し上 げたい。

韓国文化研修旅行を終えて

信州大学人文学部2年 中野翼樹 偶 本語教育学奪攻)

 今回、韓国へ行 く前 に私 自身の 目標 を三つ立てた。一つ 目は、 日本人 として、外 国

人 と して、韓国を訪ね る とい うことを忘れない こと。 これ は、 自分が外 国人であると

い うこ とか ら目をそ らさないことで、素直な気持ちで韓国を見ようと思ったからであ

る。 自分 と違 う、 日本 と違 うものに対 して、無理 して同化 しようとす るのではな く、

違 うまま受 け入れる、 とい うことを意識 しよ うと思 った。二っ 目は、 日本が韓国を支

配 していた とい う事実 についての認識 を深め、今、韓 国の人々が 日本や 日本人 に対 し

て、 どの ような気持 ちを抱 いているのかを 自分 な りに理解 してくることで あった。韓

国人は 日本人を恨んでい る、とい うイ メージだけがず っとあり、実際の ところは どう

なのだ ろ う、 とずっ と気になっていたか らである。そ して三つ 目は、異文化 間交流 を

充分 に してくるとい うことである。 日本で生活 している中では、 自分が 日本人である

ことを意識す ることな どめったにない。韓国とい う外国で、 自分の周 りがすべて異文

化で覆われているとい う状態の中で、体全体で韓国を感 じることができる。そ こで感

じるものを大切 にす ること。そ して、 日本語を学んでいる学生 との交流の 中で、 日本

人 と して、 日本 を伝 えるとい うことであった。

 以上三っの 目標を胸 に出国 した。韓国の空港 に着いて私達は、 ミンさん率い るカ ト

リック大学校 日本文化専攻 の学生の皆 さんか らの熱烈 な歓迎に驚いた。その歓迎 に始

ま り彼 女達は三 日間毎 日朝 は早 くか ら夜は遅 くまで私達につき合 って くれた。本 当に

嬉 しか った し、心か らあ りが とうを言いたい。

二 日目は、カ トリック大学校の学生の方々に付 き添って もらいなが ら独立紀念館へ と
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足 を運 んだ。独立紀念館 は、韓国の古代か ら現代 までの歴史をた どった展示館、 とい

った ところで、 日本が韓国を支配 していた時代 にっいても詳 しく分か るよ うになって

いた。 この紀念館 が建 て られたのも、 日本で歴史の教科書の歪 曲問題 が起 きたことが

きっかけにな り、独立運動 に参加 した人々の業績を正 しく伝えることが 目的であった

とい うことだ。目本人が朝鮮半島の人々に対 して残酷なことをしている写真や ビデオ、

ろ う人形 による拷 問シーンの再現な どを、韓国人である皆 さんに解説を して もらいな

が ら見て まわるのは、なにか居心地が悪 く、 もどか しかった。 日本人の した ことを、

同じ 日本人 として恥ずか しい と思 う気持ち と、す っか り打ち解けた 目の前にいるこの

友達に対 して、今、どのよ うな態度を とった らよいのだろ う、という戸惑いがあった。

そ して、彼女達は、やは り目本人を心の底では憎んでいるのではないか と、疑心暗鬼

になってい る自分 がいた。その反面、 こうして昔憎み合い、殺 し合った 日本人 と韓国

人の私達が一緒にその事実 に目を向け、それについて話 し合える今は、なんて平和な

のだろ う、 と実感 した りも した。そ して、この平和 にた どり着 くまでに払 ったた くさ

んの代償 を私達は忘れてはいけない、 と強 く思った。

 三 日目の、カ トリック大学校 で行 われた独 立紀念館 を一緒に見学 しての感想を話 し

合 う、ち ょっとした討 論会では、実際 に韓国の人々が抱 く日本や 日本人への感情 につ

いて訊ね ることができた。彼女達の話では、実際に戦争を経験 した世代の韓国人には、

日本 を恨んでいる人が少な くないとい うことであった。そ して、世代 を問わず、戦争

の ことが原因で 日本に嫌悪感 を抱いている人もや は りいるようであった。 それでも、

彼女達 を含 め、 日本 との関係 を、過去に執着 してばか りいるのではな く、両国の未来

に 園を向けようとす る韓 国人 も多 くい る、 とい うことも分かった。私達の世代は、直

接戦争 を知 らない。彼 女達が、 日本 に対 して前 向きな気持 ちを抱いてい るのは、私達

がアメ リカに対 して、わ ざわ ざ戦争 のことにこだわって常に見ているわけではないの

と同 じなのかなと思 った。

 独 立紀念館へは、大体の人が、学校の修学旅行や家族 と出かけるな どして、足 を運

んでいる とい うことで あった。 日本 における広島の平和記念公園の ような存在のよ う

だ と感 じた。私 も、高校 の修学旅行で広島の原爆 ドームを訪れた。やは り、生々しい

展示 品がた くさんあ り、 日本が受けた傷の大きさ、原爆 の恐ろしさ、ひいては戦争 の

恐ろ しさにぞっとした。 しか し、韓国の独立紀念館で、今度は 日本が朝鮮 半島の人々

に行 った数々の残虐な行為 を目の当た りにし、今 まで、戦争の被害者 としての 日本 の

イメー ジが強かった 自分に気がついた。戦争をしている世代に生 きていた人々は、誰

しもが例外な く被害者 であ り、誰が加害者であるか とい うことを言 うのは難 しい と思

う。 国家 とい う大きな単位で行 われ る戦争は、国民を巻き込み、正常な判 断ができな

い状況 を作 り出す。そ うしなければ戦争に勝てないか らである。 しか し、それで も朝
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鮮 半島の人々にとって 日本は恨まれて当然のことをした。 これは事実なのである。拷

問のシー ンを再現 した展示の解 説の 「許す ことはで きるけれ ど、忘れてはならない」

とい う一節 に私 は深 く共感 した。二度 と戦争 を起 こさないためには、それがいかに悲

しく恐 ろしい行為であるか、いかに多 くの犠牲を伴 うものなのかを忘れてはならない

と思 った。

 三 日目にお邪魔 したカ トリック大学校では、討論会 だけでな く、ハ ンボクを学生の

皆 さん に着せてもらった。ハ ンボクは 日本ではチマチ ョゴリとい う名前で知 られてい

る。ハ ンボクを着ての、座 り方や歩き方、あい さっの仕方 などを教 えていただいた。

ハ ンボクは、 日本の着物 と比べて とても軽 く、華やかな感 じが した。初めて浴衣を着

せ ても らった ときのよ うに嬉 しく、脱 ぐのが惜 しか った。 また、 日本語の授業 も見学

させていただ くことができた。 日本語教育 とい う分野に興味があ り、 日本語 にっいて

勉強 している私ではあるが、 これまで に実際の 日本語教育の現場 とい うものに接す る

機会はほ とん どなかった。そんな私に とって、この授業見学はとて も貴重な体験であ

った。

 最後に、今回の韓国旅行 を振 り返って、もっ とも印象深かったのは、カ トリック大

学校の学生の皆 さんの、私達に対す る心遣いであった。そこには私達 の様 々な質問に、

日本語で一生懸命に答 えようとす る姿がいつ もあった。そ して、 日本のこと、私達の

ことを知ろ うとしてくれ る姿勢がいつ も感 じられた。今一度、心か らお礼 を言いたい。

本 当にあ りが とうございま した。また、今回 日本 と韓国の橋渡 しの役割 をして くだ さ

った ミンさん、私達 を受 け入れ てくだ さった、カン先生をは じめ とす るカ トリック大

学の皆 さん、 この ような旅行を計画 してくださった沖先生 に深 く感謝 申し上げます。
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